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<オフィス・店舗用エアコン　室外ユニット>パッケージエアコン

据付工事説明書
冷媒Ｒ３２使用

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明します。
誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

安全上のご注意 必ずお守りください

お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

ＣＵ－ＳＰ４０Ｇ５ ＣＵ－ＳＰ４０Ｇ５Ｓ
ＣＵ－ＳＰ４５Ｇ５ ＣＵ－ＳＰ４５Ｇ５Ｓ
ＣＵ－ＳＰ５０Ｇ５ ＣＵ－ＳＰ５０Ｇ５Ｓ
ＣＵ－ＳＰ５６Ｇ５ ＣＵ－ＳＰ５６Ｇ５Ｓ

ＣＵ－ＳＰ４０Ｇ５Ｅ ＣＵ－ＳＰ４０Ｇ５ＳＥ
ＣＵ－ＳＰ４５Ｇ５Ｅ ＣＵ－ＳＰ４５Ｇ５ＳＥ
ＣＵ－ＳＰ５０Ｇ５Ｅ ＣＵ－ＳＰ５０Ｇ５ＳＥ
ＣＵ－ＳＰ５６Ｇ５Ｅ ＣＵ－ＳＰ５６Ｇ５ＳＥ

ＣＵ－ＳＰ４０Ｇ５Ｊ ＣＵ－ＳＰ４０Ｇ５ＳＪ
ＣＵ－ＳＰ４５Ｇ５Ｊ ＣＵ－ＳＰ４５Ｇ５ＳＪ
ＣＵ－ＳＰ５０Ｇ５Ｊ ＣＵ－ＳＰ５０Ｇ５ＳＪ
ＣＵ－ＳＰ５６Ｇ５Ｊ ＣＵ－ＳＰ５６Ｇ５ＳＪ

室内ユニットには「据付工事説明書」「据付工事説明書　電気工事編」「据付工事説明書　試運転編」「取扱説明書」が同梱されており、
この据付工事説明書とあわせてよくお読みのうえ、正しく安全に施工してください。
特に「安全上のご注意」（１～２ページ）は、施工前に必ずお読みください。
また据付工事完了後、試運転を行い異常がないことを確認するとともに、室内ユニットに同梱されている「取扱説明書」にそってお客様に使用
方法、お手入れのしかたを説明してください。
またこの「据付工事説明書」は室内ユニットに同梱の各種「据付工事説明書」、「取扱説明書」や「保証書」とともにお客様で保管していただく
よう依頼してください。
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注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が
  発生するおそれがある内容」です。

実行しなければいけない内容
（強制事項）です。

警告 「死亡または重傷などを負うおそれ
  がある内容」です。

してはいけない内容（禁止事項）です。

警告
■室外ユニットは、ベランダの手すり近くに設置しない。

（お子様が上に登り、手すりを越えるなどして落下のおそれ）

■室外ユニットの上に乗ったり物を載せたりしない。
（転落、落下など事故の原因）

■エアコンの設置や移設時、冷凍サイクル（配管）内に指定
冷媒（Ｒ３２）以外のものを混入させない。
（空気、水などが混入すると、冷凍サイクル内が異常高圧
　になり、破裂、けがなどの原因）　　　　　　　

■気密試験に使用するガスは、チッソを必ず使用し、酸素等
は絶対に使用しない。
（破裂、火災、けが等の原因）

■据付工事は、お買い上げの販売店または、専門業者に依
頼し工事には必ず指定の部品を使って確実に行う。
（ユニットの落下や水漏れ、感電や火災の原因）

■フレアナットは、トルクレンチ等で指定の方法で締め付ける。
（締めすぎると、長期経過後フレアナットが割れ、冷媒漏
　れの原因）

■電源配線をバンドなどで束ねて収納しない。
（発火、火災の原因）

■配線は途中接続しない。
（接触不良や絶縁不良、許容電流オーバーなどにより、感電や
　火災の原因）

■指定の冷媒（Ｒ３２）以外は、絶対に使用しない。
（故障や破裂、爆発、発熱、火災などの原因）

■製品の改造は絶対にしない。
（修理はお買い上げの販売店にご相談ください。故障や感電、
　火災の原因）  

■電気部品に触れる前に電源を遮断する。

■配線は所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部に
ケーブルの外力が伝わらないように確実に固定する。 
（故障や発熱、火災の原因）

■ 漏電しゃ断器（全極開閉機能付）を取り付ける。
（故障や、漏電時に感電、火災などの原因）
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安全上のご注意（つづき）
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注意

■ アース工事（Ｄ種接地工事）を行う。
アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話などのアース線に接続しない。（感電の原因）
アース線は、ベランダの手すりにとらない。（感電の原因）

■据付工事説明書に記載されていない方法や、指定部品を使用しない方法で据え付けされたことにより事故や損傷が生じたときには、
当社では責任を負えません。またその据え付けが原因で故障が生じた場合は、製品保証の対象外となります。

警告
■付属品および別売品は当社指定部品を使用する。

（指定部品を使用しないと、ユニットの落下、水漏れ、感
　電、火災などの原因）

■据付作業中に冷媒ガスが漏れた場合は換気する。
据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
（冷媒ガスが室内に漏れ、ファンヒ－ター、スト－ブ、コンロ
　などの火気に触れると有毒ガスの発生や火災の原因）

■配管、フレアナット、工具は、冷媒 Ｒ４１０ＡまたはＲ３２
用のものを使用する。（Ｒ２２用では、機器の故障のほ
か、冷凍サイクルの破壊など重大事故の原因）

■電気工事（アース工事を含む）は、電気工事士の資格のあ
る方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」お
よびこの「据付工事説明書」に従って施工する。
（感電、火災の原因）

■電源は、必ず専用回路を使用する。
（感電、火災のおそれ）

■室外ユニットの吸込口やアルミフィンにさわらない。
（けがの原因）

■周囲に可燃性ガスの漏れるおそれのある場所へ設置しない。
（万一ガスが漏れてユニットの周囲にたまると、発火の原因）

■冷媒配管の断熱は、この「据付工事説明書」に従って確実
に断熱する。
（正しく断熱されていないと、水漏れややけどの原因）

■台風などの強風、地震などに備え、所定の据付工事を行う。
（転倒などにより、けがの原因）

■据え付けは、重量に十分耐えられるところに確実に行う。
（ユニットの落下による、けがの原因）

■据付作業では圧縮機を運転する前に、確実に冷媒配管を取り
付ける。（空気などを吸引すると、冷凍サイクル内が異常高圧に
なり、破裂、けがなどの原因）

■小部屋に据え付ける場合は万一冷媒が漏れても限界濃度を超
えない対策を行う。
（冷媒が漏えいし限界濃度を超えると、酸欠事故や火災の原因）

■配線をはさまないように、カバーは元どおり確実に取り付ける。
（感電、火災の原因）

■ポンプダウン作業では、冷媒配管をはずす前に接続弁を閉じ、
圧縮機を停止する。（空気などを吸引すると、冷凍サイクル内が
異常高圧になり破裂、けがなどの原因）

■濡れた冷媒が滞留するおそれのある場所に設置しない。
（万一ガスが漏れてユニットの周囲にたまると、発火の原因）

■接続部から漏れた冷媒には直接さわらない。
（凍傷の原因）

■ドレン配管は「据付工事説明書」に従って確実に排水するよう
配管し、結露が生じないよう保温する。
（配管工事に不備があると水漏れし、家財などを濡らす原因）











シングル

据付例

主配管
Ｌ

H
１

■配管サイズ

配管サイズ
（ｍｍ）

室内、室外ユニット形式 ４０～５６形

ガス管 φ１２．７

液　管 φ６．３５

■冷媒配管長等の許容範囲

Ｈ１

Ｌ

チャージレス配管長を超えた場合

現地での冷媒追加不要長さ

許
容
高
低
差

最大許容配管長

室内外最大高低差

室内ユニット間最大高低差

チャージレス配管長

室外ユニット
チャージレス冷媒量

冷媒追加量

項　　　目

室外ユニットより最も離れている
室内ユニットまでの片道の配管の長さ

室外ユニットが上の場合

室外ユニットが下の場合

シングル(実長さ(ｍ)

≦３０

２０ｇ/ｍ

６００ｇ

≦５０

≦１５

≦３０

４０〜５６形記 号

１．シングル接続

４０〜５６形のすべての室外ユニットは冷媒配管長３０ｍまでは冷媒の追加は必要ありません。チャージレス配管長を
超える場合は、室内ユニット接続配管サイズ表の値より液管１ｍ当たりの冷媒追加量とチャージレス配管長を超えた長
さで算出し冷媒を追加してください。

室内ユニット接続配管サイズ表の値より液管側サイズと長さで算出し、下式に従って冷媒を追加してください。

５６形の場合＝２０×(イ)ー６００

（イ）主配管の総長（ｍ）・・・・・・・・ 液管φ６．３５：実長１ｍ当りの冷媒追加量＝２０ｇ／ｍ

●

ガス管

液　管
配管サイズ
(ｍｍ)

室外ユニット形式　

１ｍ当りの冷媒追加量

４０〜５６形

φ６.３５

φ１２.７

２０ｇ/ｍ

●

配管サイズ
(ｍｍ)

室内ユニット形式　
ガス管

液　管
１ｍ当りの冷媒追加量

４０〜５６形

φ６.３５

φ１２.７

２０ｇ/ｍ

●

次の式により計算した結果、冷媒追加量がマイナスになっても冷媒を抜かないでください。
（そのままご使用ください）

冷媒追加量(ｇ)＝主配管冷媒追加量(ｇ)ー室外ユニットチャージレス冷媒量(ｇ)

 室外ユニット配管サイズ●  室内ユニット接続配管サイズ

 室外ユニットチャージレス冷媒量は６００ｇ

 ※４０～５６形の室外ユニットとの接続はフレア接続です。　　　　　　　 ※４０～５６形の室内ユニットとの接続はフレア接続です。　　　　　　　

内　　　容

■冷媒追加量の算出
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９　屋上など、周りに防風物がなく台風などの強風が当たる可能性がある場所に室外ユニットを設置する場合には、室外ユ
ニットを転倒防止ワイヤーなどで固定するとともに、吹出方向を壁に向けて近づけるなどして吹出口に強風が当たらない
ようにしてください。（ただし、④の設置スペースは確保してください。）
風よけとなる壁などがない場合には、別売の防風板を取り付けてください。

10　小動物のすみかとなるような場所、落ち葉が堆積するような場所へ設置しないでください。

12　室内、室外ユニットの冷媒配管の許容配管長と許容高低差は次のとおりです。

11　製品の金属部および電線が、壁中にあるメタルラス、ワイヤラスまたは金属板と接触しないようにしてください。

ご注意
本ユニットは、「チャージレス配管長」までは、冷媒の追加は必要ありません。チャージレス配管長を超える場合は、
＜項目２−⑧＞“冷媒の追加”を参照してください。
配管長が３ｍ以下の場合でも、必ず最低３ｍの長さを確保してください。



8

２．据付手順

１　ユニットの設置準備
基礎はコンクリートやブロック等で作り、水はけをよくしてください。
基礎は通常の場合５０ｍｍ以上の高さを確保してください。

２　ドレン排水処理について

ご注意
寒冷地ではドレン水が凍結しますので、ドレンソケット、ゴム栓は取り
付けないでください。また、室外ユニット周辺は水がたまらないように
してください。

アンカーボルト（４か所）

１
２

ｍ
ｍ
以
下

（
ナ
ッ
ト
締

込
高
さ
）

１
３

ｍ
ｍ
以
下

（
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
突

起
部
長
さ
）

ドレンソケット（別売品）

台脚はアンカーボルト（推奨ボルトＭ８、現地調達）に平ワッシャー
（現地調達）とシングルナット（現地調達）で必ず固定してください。
ただし、アンカーボルトの突起部長さを１３ｍｍ以下、ナットの締め込
み高さを１２ｍｍ以下にしてください。
（アンカーボルトが長くナットの締め込み高さが高いとフロントパネル
の着脱の際、フロントパネルを傷つける場合があります。）

室外ユニットでドレン排水をほどこす場合は、次の要領で行ってください。

３　配管を加工します

フレアナットは本体付属のもの、またはＲ４１０Ａ，Ｒ３２用のものをご使用ください。
ご注意

フレア加工
Ｒ３２用のフレア加工寸法は、従来のＲ２２用とは異なります。Ｒ４１０ＡまたはＲ３２用に新規に製作されたフレア

ツールをおすすめしますが、従来のツールでも表のとおり銅管の出し代を調整すれば、使用できます。

配管サイズ（ｍｍ）

外径

φ６.３５

φ１２.７

肉厚

０.８０

　　Ｏ　材

材質

　　Ｏ　材

Ａ
０

　−０ ．４

　９．

銅管外径

φ６．３５

φ１２．７ １６．６

フレア管端部：Ａ（ｍｍ）

銅管外径

φ６．３５

φ１２．７

Ｒ３２用ツール使用時

０〜０．５

従来ツール使用時

０．７〜１．３

リジッド（クラッチ式）の場合

Ａ

Ｂ

銅配管はＣ１２２０リン脱酸銅を用いた「銅及び銅合金継目無管」（ＪＩＳ　Ｈ３３００）
で付着油量４０ｍｇ／１０ｍ以下を使用してください。

配管サイズ：右表によるものをご使用ください。

パイプを切断する場合はパイプカッターを使用し、必ずバリ取りを行ってください。

パイプの内部に水や砂などが入らないようにしてください。

フレア加工はフレアツールを利用して確実にフレア加工をしてください。

ドレン口寸法は、右図を参照してください。

ドレン排水工事を必要とする場合は、別売品（ＣＺ-５６ＤＳ５）のド
レンソケットをドレン口に取り付けます。その他のドレン穴は、別売
品付属のゴム栓でシールします。

ドレンソケットが床面に当たらないよう、ユニット両側台脚に
１５０ｍｍ以上の高さの基礎を行ってください。

詳細は、ドレンソケット（別売品ＣＺ-５６ＤＳ５）の説明書を参照し
てください。

また、ねじ部および使用していないねじの下穴等の穴はすべて屋外用の
シリコン剤などで確実にシールし滴下しないようにご配慮ください。
ただし、条件によっては底板に結露し滴下するおそれがあります。

フレア加工の銅管出し代：Ｂ（ｍｍ）

１
８
．５

３
３
０

３
５
５

４
５
．５

６８

１０５
３９４

５７０

７９９

２２

ドレン用穴（３-φ２０穴）（ｍｍ）

ドレンソケット接続口



配管の断熱について

断熱材の選定目安

断熱材は、ガス管は１２０℃以上、液管は８０℃以上の耐熱性のある断熱材を使用してください。
ガス管と液管は別々に巻いてください。
すべてのユニット配管は分岐配管も含め、各バルブの接続口まで必ず断熱してください。
断熱材の端やつなぎ目は、空気・雨水・ドレン水の浸入がないようにテープで巻きつけ、隙間をなくしてください。
断熱が不足すると水漏れ、露たれの原因になることがあります。
化粧テープはガス管・液管・室内外接続線をまとめて巻いてください。
電源配線と室内外接続線は一緒に巻かないでください。
ノイズや誘導の影響を受け、誤動作の原因となります。　　　　　　　　　　　

※

雰
囲

気
相

対
湿

度
（

％
）

１０　　　　２０　　　　 ３０　　　　４０　　　　５０
４０

５０

６０

７０

８０

９０

１００

１０　　　　２０　　　　 ３０　　　　４０　　　　５０
４０

５０

６０

７０

８０

９０

１００

１０　　　　２０　　　　 ３０　　　　４０　　　　５０
４０

５０

６０

７０

８０

９０

１００

１０　　　　２０　　　　 ３０　　　　４０　　　　５０
４０

５０

６０

７０

８０

９０

１００

雰囲気温度（℃）

Φ６．３５

雰
囲

気
相

対
湿

度
（

％
）

雰囲気温度（℃）

Φ９．５２

雰
囲

気
相

対
湿

度
（

％
）

雰囲気温度（℃）

Φ１２．７

雰
囲

気
相

対
湿

度
（

％
）

雰囲気温度（℃）

Φ１５．８８

厚さ３０ｍｍ

厚さ２０ｍｍ

厚さ１０ｍｍ

厚さ３０ｍｍ

厚さ２０ｍｍ

厚さ１０ｍｍ

厚さ３０ｍｍ

厚さ２０ｍｍ

厚さ１０ｍｍ

厚さ２０ｍｍ

厚さ３０ｍｍ

厚さ１０ｍｍ

配管断熱選定の目安

計算条件
　断熱材種類　　　　　　　　　：ポリエチレンフォーム保温材
　断熱材の熱伝導率　　　　　　：ＪＩＳＡ９５０１に準ずる
　厚さの算出に使用した計算式　：ＪＩＳＡ９５０１に準ずる
　冷媒温度　　　　　　　　　　：２℃

断熱材

室内外接続線
ガス管

液管

化粧テーフ゜

高温多湿の環境下では、断熱材表面が結露しやすく、水漏れ、
露たれの原因になることがあります。断熱材の選定は、下図を
目安として選定してください。雰囲気温度・相対湿度が、断熱
厚さの線より上に位置する場合、断熱材表面に結露することが
あります。
その場合は、さらに断熱効果のあるものを選定してください。

※ただし、断熱材種類や設置場所の環境条件等によって状況が異
なりますので、選定の際の目安として使用してください。

9
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４　配管を接続します

室内外ユニットのガス管・液管とも本締めで接続します。

ご注意

締付トルク
１４〜１８Ｎ・ｍ（１４０〜１８０ｋｇｆ・ｃｍ）

４９〜５５Ｎ・ｍ（４９０〜５５０ｋｇｆ・ｃｍ）

パイプ径
φ６．３５　（１／４”）

φ１２．７　（１／２”）

フレア部（内面のみ）に冷凍機油を塗ることによりガスリークを防

止する効果がありますが、必ず使用されている冷媒にあった冷凍機

油を使ってください。（本ユニットは冷媒はＲ３２で冷凍機油はエー

テル油（合成油）です。ただし、ハブ油（合成油）は使用できます。）

配管カバーを取りはずしてください。（ねじ１本をはずします。）

配管接続を行う前に配管フレア部の内側のみに冷凍機油を塗布して
ください。

５　気密試験をします

サービスバルブ操作上の注意

締付トルク

２０.０〜２５.０Ｎ・ｍ（２００〜２５０ｋｇｆ・ｃｍ）φ６.３５（液管側）

φ１２.７（ガス管側） ２０.０〜２５.０Ｎ・ｍ（２００〜２５０ｋｇｆ・ｃｍ）

サービス
ポート口

弁棒
キャップ

φ１２.７ １０.０〜１２.０Ｎ・ｍ（１００〜１２０ｋｇｆ・ｃｍ）

オイル

ねじ

配管カバー

バルブは閉のまま

チッソ

弁棒キャップ

弁棒

バルブ本体

断熱材端を雨水やドレン水が
入らないようにテープを巻いて
隙間をなくしてください。

テープ

断熱材

サービスポート口

シリコンシール剤
（空洞ができないように
　注意してください）

本パッケージエアコンは、下記の要領にて気密試験を実施し、接続部か
らの漏れのないことを確認してください。
バルブは全閉のままで、ガス管サービスサポート口より加圧してください。

気密試験は必ずチッソガスを使用してください。
加圧は一度に規定値までに昇圧させないで、徐々に行ってください。
①0.5MPa（5kgf/cm2G）まで加圧し、5分放置し圧力低下のないことを確

認してください。
②1.5MPa（15kgf/cm2G）まで昇圧し、5分放置し圧力低下のないことを

確認してください。
③試験圧力は4.15MPa（42kgf/cm2G）まで昇圧し、約一日放置した後、

圧力が低下していないことを確認してください。

サービスバルブは弁棒キャップをしない状態で長時間放置しますと冷媒が

漏れますので、弁棒キャップを開けたまま放置しないでください。

弁棒キャップは、トルクレンチでしっかり締め付けてください。

酸化被膜防止剤は、冷媒や冷凍機油に悪影響を与え機器の故障の原因とな

るため、使用しないでください。

低外気冷房運転の場合など、低圧側圧力が低くなることがありますので、

サービスバルブのフレアナット部（ガス側･液側共）の氷結によるガス

リークを防止するため、シリコンシール剤などで十分シールしてください。

フレアナットを回す時は、弁棒キャップにスパナをかけないでください。

弁が壊れるおそれがあります。

トルクをかけ過ぎますとナットが割れる場合があります。
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端子ねじの締付けには適正なドライバーを使用してください。
小さいサイズのドライバーは、ねじ頭部を傷め、適正な締付けができません。
端子ねじは締付け過ぎるとねじを破損する可能性があります。適性なトルクで締付けてください。

ねじ呼び径 Ｎ･m kgf･cm

1.57～1.96 16～20

20～251.96～2.45

Ｍ４

Ｍ５

端子板カバー

配管カバー
ねじ

アース端子
電源端子板

支持クランパーＡ

支持クランパーＢ
支持クランパーＣ

６　真空引きをします（真空ポンプはポンプ停止時にポンプ内のオイルがユニット配管内に逆流
　しないよう、逆流防止機構の付いた真空ポンプを必ず使用してください。）

７　配線工事を行います

警告
アース工事を必ず行ってください。（Ｄ種接地工事が必要です。）
漏電しゃ断器（全極開閉機能付、高調波対応品）を取り付けてください。

注意

室内ユニットならびに配管内の真空引きを行います。
ガス管側サービスポート口に真空ポンプを接続し
−１０１ｋＰａ(５Ｔｏｒｒ）以下まで真空引きしてください。
（真空引きは−１０１ｋＰａ に達してから１時間以上行ってください。）
このとき各バルブとも“閉”のままです。真空引き後は各バルブとも
“全開”にしてください。

電気工事をする際に、室内ユニット及び室外ユニットの「電気工事編」
の説明書に従ってください。
室内外接続線は途中接続しないこと。途中接続した場所に水が浸入する
と、対地間絶縁不良や途中接続部の接触不良をまねき、事故の原因とな
ります。
電源配線および室内外接続線は、支持クランパーで固定して断熱していない冷
媒配管に触れないようにしてください。
エアコンの室外電源線、室内外接続線はテレビ、ステレオ、インターホ
ン、パソコン、ワープロ、電話などの本体、およびアンテナ線や信号
線、電源コードなどから３ｍ以上離してください。
ノイズで影響をおよぼす場合があります。
アース線に単線は使用せず、多心ケーブル内の線をアース線接続部に固
定してください。やむをえず単線にてアース線を機器へ接続する場合
は、クランパー（現地調達）を用いて、アース線が動かないように固定
してください。
支持クランパーで電源配線を束ねてしっかりと固定してください。

配管カバーは本体と隙間がないように取り付けてください。
支持クランパーで配線を固定したとき、配線の太さによって、支持クランパーの先端が配管カバーからはみ出す場合があり
ます。はみ出さないように先端をカットするなどの処理をしてください。
配線押さえ、端子板カバーは必ず取り付けてください。
配線は所定の電線を使い確実に接続し、端子部（電源電線、室内外接続線、アース線）に外力が加わらないように固定し
てください。
電源端子台および室内外接続端子台の最大電源太さを超える電線を接続する場合はプルボックス（現地調達）を使用して
ください。
詳細は室内ユニット及び室外ユニットに同梱の「据付工事説明書　電気工事編」を参照ください。





10　試運転 （詳細は室内ユニットに同梱されています「試運転編」を参照してください。）

試運転はお客様に立ち会いをお願いして行ってください。
そして「取扱説明書」を説明したうえで実際に操作していただいてください。

「据付工事説明書」、「保証書」は必ずお客様にお渡しください。

電装ボックスカバー

ツメ
とって

13

９

ねじ５本をはずし天パネルを取りはずします。

とってを持ち電装ボックスカバーをツメからはずします。

試運転時に系統アドレスなどの各設定が必要な場合には、下記の天パネルと電装ボックスカバーをはずし、コントロール基板

上にあるスイッチ類を確認ください。

コントロール基板

自動アドレスピン

モード固定ピン

ＬＥＤ１

ＬＥＤ２

系統アドレス
ロータリースイッチ

系統アドレス１０位２０位
ディップスイッチ

ねじ　

試運転ピン
運転ピン

Ｒ３２以外の冷媒を絶対に使用しないでください。
Ｒ３２用冷媒ボンベの色は灰色の素地にボンベ上部はライトブルーとなっています。
据え付け用に使用する機材には冷媒・圧力・冷凍機油の違いにより、従来の冷媒の工具とは併用できるものと併用できないもの
がありますので注意してください。
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据付工事説明書　電気工事編
本「据付工事説明書　電気工事編」は、室内ユニットに同梱されている「据付工事説明書　電気工事編」に記載されていない部分
を記載しています。
それ以外の項目は、室内ユニットに添付されています「据付工事説明書　電気工事編」を必ず参照してください。
　また、室内外ユニットには、「据付工事説明書」、「据付工事説明書（試運転編）」の説明書が添付してありますので必ず参照
してください。
電気工事は電気工事士の資格のあるかたが「電気設備に関する技術基準」、「内線規程（JEAC8001）最新のもの」および「据付
工事説明書」、「室外電源配線仕様」に従って施工してください。また、事前に各電力会社の指導に従ってください。
電源は必ず専用回路を使用してください。
電源配線および室内外接続線・信号線は、ユニットに付属している“配線固定具”で固定し、冷媒配管やバルブなどに触れないよ
うにしてください。

据付工事説明書に記載されていない方法や、指定の部品を使用しない方法で施工されたことにより事故や損害が生じた
ときには当社では責任を負えません。また、その施工が原因で故障が生じた場合は、製品保証の対象外となります。　　　　　　　

室内ユニットの工事仕様については、室内ユニット同梱の据付工事説明書をご参照ください。　　　　　

別売品は、都合により更新・変更する場合がありますのでご了承ください。　　　　　　　

フロン排出抑制法に基づく点検の実施および
点検結果の点検整備記録簿への記載のお願い

本製品は「フロン排出抑制法」に定める「第一種特定製品」です。本製品を管理されているお客様は、
フロン排出抑制法に基づく点検の実施および点検結果の点検整備記録簿への記載を行ってください。

“点検整備記録簿”には、機器を設置したときから廃棄するときまでのすべての履歴を記載してください。

本製品を設置後、以下の対応をお願いします。

・所定の点検の実施および点検結果の｢点検整備記録簿」への記録
・今後の点検周期についてのお客様への説明

点検整備記録簿は、取扱説明書・据付工事説明書とともにお客様で保管していただくように依頼してください。

フロン排出抑制法に基づく点検、点検整備記録簿、廃棄時のフロン類の回収の詳細については、お買い上
げの販売店または弊社窓口へお問い合わせ、または下記サイトをご覧ください。

一般社団法人　日本冷凍空調設備工業連合会
一般社団法人　日本冷凍空調工業会

http://www.jarac.or.jp/
http://www.jraia.or.jp/

１．電気配線工事について

（ａ）電気配線工事は下記の電気配線系統図およびユニット貼り付けの電気回路図を参照してください　

＊ワイヤードリモコンとワイヤレスリモコンを併用する場合は、ワイヤードリモコンを親リモコンに推奨します。
＊ワイヤ－ドリモコンのみ２個使用の時は、１個を親リモコンとし、残りを子リモコンとしてご使用ください。

２１

Ｒ３線式
４線式

Ｓ Ｔ

２線式

室外ユニット

Ｒ Ｓ
室内外接続線室外電源線

室外電源線

ＳＲＴＳＲ
ＴＳＲ

Ｒ３線式
４線式

Ｓ

室内ユニット

ＳＲ

室内外接続線

総延長８０ｍまでとしてください。

３φ２００V

漏電しゃ断器

ア－ス
受信部

（別売品）

ワイヤード
　リモコン

室外三相形
室内単相形

３線式

室外は単相の形式もあります。
単相・３相に関わらず室内外接続線は３線式（３本）となります。

SG2
SG2

SG
SG1
SG1

SG
SG1SG2 R1 R2

（８０ｍを超える場合は、２線または４線式としてください）

シングル形

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ（別売品）
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リモコン配線

・総配線長ＭＡＸ５００ｍまで、（グル－プ内にワイヤレスリモコンがある場合は４００ｍまで）
・リモコン配線は、ＶＣＴ,ＶＣＴＦとし、現地調達となります。

・室内ユニット間のリモコン渡り総配線長は２００ｍまで、（Ｌ１＋Ｌ２＋Ｌ３＋・・・Ｌｎ＝ＭＡＸ２００ｍ）

■リモコン配線（ワイヤ－ド）

■４線式および２線式室内外信号線は、ＶＣＴ,ＣＶＶ,ＶＣＴＦ,ＶＶＦとし、現地調達となります。

室内外信号線 配線太さ

配線太さ

０．５ｍｍ２ ～ ２ｍｍ２ （２線式：ＭＡＸ２００ｍまで）

０．５ｍｍ２ ～ １．２５ｍｍ２

・・・・・・・

Ｌ１

室外ユニット１

・・・リモコンのわたり配線がない室内ユニット含め ＭＡＸ８台

リモコンＬ２ ＬｎＬ３

室内ユニット１-１

室外ユニット２ 室外ユニット３ 室外ユニット４

室内ユニット２-１ 室内ユニット３-１ 室内ユニット３-２ 室内ユニット４-１ 室内ユニット４-２

※壁掛形のリモコン配線はＲ１、Ｒ２になります。

＊最大太さを超える場合は、プルボックスを使用してください。

■室内ユニット電源端子板容量

（ｂ）配線について　

■既設配線の再利用について
　・既設配線は下記の条件を満たした場合、利用可です。
■既設配線の利用の条件について
　・室内外接続線の被覆に、キズや劣化がないこと。
　　また、腐食などにより老朽化した部材は新設が必要です。
　・導線と大地間に、５００Ｖメガ－（絶縁抵抗計）で測定し、１００ＭΩ以上あること。
■漏電しゃ断器の設置について
　・漏電しゃ断器（全極開閉機能付、高調波対応品）が設置されていること。
　（※設置されていない場合は、新規設置してください。）
■漏電しゃ断器の選定
　・漏電しゃ断器は、室外ユニット毎に取り付けてください。
　・２線式（個別電源方式）の室内電源は、冷媒系統毎に取り付けてください。
　・漏電しゃ断器は、高調波対応品を選定ください。
■室内ユニットアースについては、各室内ユニットごと個別に接続するよう
　に施工してください。（室外ユニットからの渡り接続はしないようにしてください。）

シングル形

室外三相形
室内単相形

２線式
　（別電源）

４線式
　（１電源）

（別売品）
２１

室外電源線 室内外接続線
Ｒ３線式

４線式
Ｓ Ｔ

２線式

室外ユニット

Ｒ Ｓ
ＳＲＴＳＲ

ＴＳＲ

室内電源線

①

４線式の場合①へ接続
２線式の場合②へ接続

②

３φ２００V

漏電しゃ断器

ア－ス

室外電源線

１φ２００V

漏電しゃ断器

室内外信号線

Ｒ３線式
４線式

Ｓ

室内ユニット

ＳＲ

受信部

ワイヤード
　リモコン

＊ワイヤードリモコンとワイヤレスリモコンを併用する場合は、ワイヤードリモコンを親リモコンに推奨します。

注１）

＊ワイヤ－ドリモコンのみ２個使用の時は、１個を親リモコンとし、残りを子リモコンとしてご使用ください。

SG
SG1SG2SG2

SG2

SG
SG1
SG1

４線式の場合の室内電源線

R1 R2

４方向、天吊

室内電源
端子板容量

端子ねじ 電線最大
太さ

形　式形　名

壁　掛

２０Ａ ３．５ｍｍ２Ｍ４

１５Ａ ２ｍｍ２Ｍ３．５

４０～５６形

４０～５６形

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ（別売品）

室内電源
渡り側

端子ねじ形　式

４０～５６形
室外電源側 ３５Ａ Ｍ５ １４ｍｍ２

２０Ａ Ｍ４ ５．５ｍｍ２

■室外ユニット電源端子板容量

室外電源
端子板容量

電源線
最大太さ

・リモコンおよびリモコン配線は、ノイズを受けないよう設置してください。

・リモコン配線は確実にリモコンと室内ユニットのリモコン配線用端子板と接続してください。

・別売のリモコンに付属しています説明書を参照してください。

＊４線式の場合の室内電源線太さは、３線式
室内外接続線と同じ太さになります。

※電線最小太さの（　）内数値はその最大こう
長（ｍ）を表します。

● ３線式室内外接続線

室内外接続線

項　　目

こう長２５ｍ迄

５０ｍ迄

８０ｍ迄

ア　ー　ス　線　太　さ

ユニット区分

　形　式

（金属管、塩ビ管）

電源配線 電線最小太さ
（80）

４０～５６形

室内ユニット接続台数

電圧降下基準
2%

２ｍｍ２

２ｍｍ２

２ｍｍ２

２ｍｍ２

２ｍｍ２

１台

○４方向、天吊、壁掛

　（電源は６００Ｖビニ－ル電線を使用基準とし、現地調達となります。）（ｃ）配線容量

（136） （136） （241）

室内ユニット接続台数

電線最小太さ電源配線

形　式

ユニット区分

ア　ー　ス　線　太　さ

A

A

A

ｍＡ

ｓｅｃ動作時間

漏れ電流

容　　量
漏電しゃ断器

８０ｍ迄

５０ｍ迄

こう長２５ｍ迄

ヒ　ュ　－　ズ　容　量

ス　イ　ッ　チ　容　量

項　　目

（金属管、塩ビ管）

電圧降下基準
2%

※電線最小太さの（　）内数値はその最大こう長（ｍ）を表します。

● ２線式室内電源線

１台
4方向 天吊 壁掛

４０～５６形

３０

１５

１５

３０

室内電源線

２ｍｍ２

２ｍｍ２

２ｍｍ２

２ｍｍ２

０．１以下

２ｍｍ２ ２ｍｍ２ ２ｍｍ２
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室外コントロール基板

室外ユニット系統アドレスの設定方法

据付工事説明書　試運転編

高効率（Ｇ）シリーズ（４０～５６形 単相、三相）

※この「据付工事説明書　試運転編」は、室内ユニットに同梱されている「据付工事説明書　試運転編」に記載されていない部分
を記載しています。

室内ユニットには、「据付工事説明書　試運転編」の他に、「据付工事説明書」「据付工事説明書　電気工事編」の説明書が同梱
してありますので、必ず参照してください。
室内ユニットに同梱されている「据付工事説明書　試運転編」に記載されていない部分は、下記の

その他の部分については、室内ユニットに同梱されている「据付工事説明書　試運転編」を参照してください。

室外ユニット系統アドレスの設定方法　の　室外コントロール基板　の図です。

０ 自動アドレスピン

系統アドレス１０位２０位

ディップスイッチ

運転ピン試運転ピン

系統アドレス

ロータリースイッチ

モ－ド固定ピン

ＬＥＤ２

ＬＥＤ１

※電線最小太さの（　）内数値はその最大こう長（ｍ）を表します。

電線最小太さ

総合（高効率（Ｇ）シリーズ）:単相
　形　式

ア　ー　ス　線　太　さ

A
A
A

ｍＡ
ｓｅｃ動作時間

漏れ電流

容　　量
漏電しゃ断器

３０ｍ迄

２０ｍ迄

こう長１０ｍ迄

ヒ　ュ　－　ズ　容　量

ス　イ　ッ　チ　容　量

項　　目 ４０形

室内ユニット接続台数 １台

（金属管、塩ビ管）

電源配線

電圧降下基準
2%

4方向 壁掛天吊

４５形

4方向 壁掛天吊
５０形 ５６形

4方向 壁掛天吊

● ３線式・４線式室外電源線

※電線最小太さの（　）内数値はその最大こう長（ｍ）を表します。

※“―”印欄は、電源端子板の定格適合電線範囲外となるため配線できません。

ユニット区分

ア　ー　ス　線　太　さ

　形式 　　５０形　　４０形

３０

３０

３０

０．１以下

２０

３０

３０

２０

３０

０．１以下

３０

　　４５形

３０

単相 三相 単相 三相 単相 三相 単相 三相

１５

２０

３０

０．１以下ｓｅｃ動作時間

ｍＡ漏れ電流

A容　　量

８０ｍ迄

５０ｍ迄

こう長２５ｍ迄

Aヒ　ュ　－　ズ　容　量

Aス　イ　ッ　チ　容　量

項　　目

室外側（個別）（高効率（Ｇ）シリーズ）

○室外側（個別）

３０

３０

２０

０．１以下

　　５６形

漏電しゃ断器

● ２線式室外電源線　室外側（個別）

（12） （12） （11） （11）
（金属管、塩ビ管）

電源配線

電圧降下基準
2%

電線最小太さ

５．５ｍｍ２

１４ｍｍ２

１４ｍｍ

１４ｍｍ

１４ｍｍ２

２

２

２ｍｍ２

５．５ｍｍ

１４ｍｍ

１４ｍｍ

５．５ｍｍ

１４ｍｍ
―

５．５ｍｍ２

２

２

２

２

２

２ｍｍ２

８ｍｍ２

２ｍｍ２ ２ｍｍ２

２ｍｍ２

３０

１５

１５

３０

０．１以下

（24）

３．５ｍｍ２

５．５ｍｍ２

８ｍｍ２

２ｍｍ２

２ｍｍ２ ２ｍｍ２

３０

０．１以下

１５

３０

１５

（24）

５．５ｍｍ

３．５ｍｍ
２

２

２ｍｍ２ ２ｍｍ２

１５

１５

３０

０．１以下

３０

（23）

５．５ｍｍ２

８ｍｍ２

３．５ｍｍ２

２ｍｍ２ ２ｍｍ２ ２ｍｍ２

２ｍｍ２ ２ｍｍ２

３０

１５

３０

１５

０．１以下

（22）

５．５ｍｍ２

８ｍｍ２

３．５ｍｍ２

２ｍｍ２

4方向 壁掛天吊

総合（高効率（Ｇ）シリーズ）:三相
４０形

１台

（18）

１５
１５

4方向 壁掛天吊

４５形

4方向 壁掛天吊

５０・５６形

4方向 壁掛天吊

（17）

３０

３０

０．１以下

（18）
２ｍｍ２２ｍｍ２

２ｍｍ２

２

３．５ｍｍ

３．５ｍｍ
２ ５．５ｍｍ２

２ｍｍ２ ２ｍｍ２ ２ｍｍ２

２ｍｍ２

（17） （16）（15）

３０
２０

３０

３０

０．１以下

３．５ｍｍ
２

（16）
３．５ｍｍ

２

（15）
３．５ｍｍ

２

（14）
３．５ｍｍ

２

（15）
３．５ｍｍ

２

（22）
５．５ｍｍ

２ｍｍ２

３．５ｍｍ２

８ｍｍ２

５．５ｍｍ２

５．５ｍｍ２

２




